
私
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
東
ア
ジ
ア
言
語
・
文
化
学
科
（
團
牌
歸
国
ロ

冒
晶
巨
侭
。
ぃ
騨
且
Ｑ
く
旨
闇
目
ｏ
ロ
ー
以
下
両
鈩
Ｆ
ｏ
と
略
す
）
の
博
士
課

程
に
入
学
し
た
の
は
、
一
昨
年
（
一
九
八
七
年
）
の
九
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
日
本
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
年
の
半
分
が
冬
の

よ
う
な
風
土
の
こ
こ
ボ
ス
ト
ン
に
や
っ
て
き
た
当
初
は
、
慣
れ
な
い
こ
と

も
多
く
戸
惑
い
に
満
ち
た
日
食
を
送
っ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
勉
強
に
追

わ
れ
な
が
ら
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
私
の
過
去

一
年
半
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
一
大
学
院
生
と
し
て
の
視
点
か
ら
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
仏
教
学
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
以
下
簡
単
に
報
告
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。 十

海
外
一
一
『
－
－
スロ、－？

、
－
ド
大
学
の
仏
教
学

〃
ノー
一
学
生
の
視
点
か
ら
Ｉ

ハ
ー
、
ハ
ー
ド
大
学
は
米
国
最
古
の
大
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
創
立
は
一
六
三
六
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

（
当
時
は
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
。
）
の
議
会
は
、
ボ
ス
ト

ン
か
ら
チ
ャ
ー
ル
ズ
川
を
隔
て
た
ニ
ュ
ー
・
タ
ウ
ン
と
い
う
村
に
、
大
学

ロ
バ
ー
ト
．
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

を
設
立
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
当
時
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
が
新
大
陸
に

た
ど
り
つ
き
、
こ
の
地
方
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
が
初
め
て
つ
く
ら
れ
て
か

ら
、
わ
ず
か
十
六
年
し
か
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
人
口
は
す
で
に
一
万
人
を
越
え
よ
う
と
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
移
民
の
中
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
や
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
が
百
人
以
上
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

人
々
の
中
に
は
自
分
た
ち
の
子
弟
に
も
大
学
教
育
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

と
念
願
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
議
会
は
大
学
設
立
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
翌
年
、
ボ
ス
ト
ン
に
ほ
ど
近
い
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
と
い
う
町
の
ジ

ョ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ド
牧
師
（
一
六
○
七
’
一
六
三
六
）
が
、
自
分
の
蔵
書

の
す
雫
へ
て
と
八
○
○
ポ
ン
ド
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
莫
大
な
資
金
を
新

大
学
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
、
大
学
の
建
設
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
六
三
九
年
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ド
を

記
念
し
て
、
新
大
学
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
命
名
さ
れ
、
’
－
１
－
・
タ
ウ

ン
の
村
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
町
に
因
ん
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
改
名
さ
れ
た
。

創
立
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
、
学
長
を
兼
ね
た
教
員
一
人
と
学
生

四
人
と
い
う
、
極
め
て
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
誕
生

か
ら
三
五
○
年
以
上
た
っ
た
今
日
で
は
、
一
五
、
○
○
○
人
の
学
生
数
を

誇
る
世
界
有
数
の
大
学
の
一
つ
に
成
長
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
生
は
全
米
の

み
な
ら
ず
世
界
九
○
ヶ
国
か
ら
集
ま
っ
て
お
り
、
大
変
国
際
色
豊
か
な
雰

囲
気
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

現
在
、
建
学
当
初
の
校
舎
は
す
べ
て
焼
失
し
、
当
時
を
物
語
る
も
の
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
一
七
二
○
年
頃
か
ら
相
次
い
で
建
て
ら
れ
た
赤
煉
瓦
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一
一

さ
て
、
こ
れ
ま
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
か
ら
、

政
治
・
経
済
・
文
化
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
の

学
問
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
同
様
に
仏
教
研
究
に
つ
い
て
も
常

に
ア
メ
リ
カ
の
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
現
在
こ
の
大
学
の
仏
教
学

は
、
永
富
正
俊
教
授
と
マ
ル
コ
ム
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
ッ
ヶ
ル
教
授

（
冨
己
８
５
口
Ｐ
く
昼
国
鳥
里
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

長
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
仏
教
学
を
ひ
と
え
に
支
え
て
き
た
永
富
教
授

は
、
仏
教
に
関
し
て
幅
広
い
認
識
の
も
と
に
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
教
授
が
次
の
よ
う
な
授
業
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
よ
》
フ
。

因
①
厚
唱
○
口
弓
９
．
鈩
口
冒
茸
○
Ｑ
ｇ
注
○
口
３
日
〕
＆
Ｐ
口
国
二
Ｑ
Ｑ
Ｅ
ｍ
ｇ
．

（
イ
ン
ド
仏
教
概
論
）

園
①
匡
唱
○
口
弓
９
．
国
耐
さ
曇
具
団
昌
・
巨
切
冒
冒
伺
い
異
吟
の
両
．

（
東
ア
ジ
ア
仏
教
史
）

罰
①
再
唱
○
国
弓
匡
．
国
ロ
ロ
・
亘
、
日
冒
す
己
①
①
ロ
シ
①
ぃ
苔
①
匡
○
め
Ｐ
ｐ
ｇ
向
ｇ
ぽ
い

旨
○
○
日
も
胃
鼻
冒
①
弓
①
再
名
①
旦
冒
①
．

（
仏
教
・
美
学
・
倫
理
ｌ
比
較
研
究
の
視
点
か
ら
）

閃
①
潭
唱
○
口
喝
怠
．
ｍ
ロ
二
・
三
の
日
四
ご
邑
宕
も
凹
口
①
、
の
。
巨
弄
日
①
．

（
仏
教
と
日
本
文
化
）

の
校
舎
は
今
日
で
も
大
学
の
中
央
広
場
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ヤ
ー
ド
を

と
り
ま
く
よ
う
に
立
ち
並
び
、
伝
統
の
趣
き
あ
る
た
た
ず
ま
い
を
残
し
て

い
る
。
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こ
れ
ら
の
授
業
は
必
ず
し
も
毎
年
開
講
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
至
る
ま
で
仏
教
全
般
に
わ
た
っ
た
講
義
内
容
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
以
外
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
・
ハ
ー
リ
・
チ
、
ヘ
ッ
ト
仏
典
の
講
読

も
教
授
の
担
当
で
あ
る
。
永
富
教
授
の
よ
う
に
仏
教
全
体
に
精
通
し
て
い

る
学
者
は
ア
メ
リ
カ
で
も
稀
な
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
、
学
生
が
仏
教
の

如
何
な
る
分
野
に
関
心
を
持
と
う
と
も
、
永
富
教
授
の
も
と
で
は
適
切
な

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
授
の
も
と
に
は
、
そ
の
豊
か
な
知
識

と
温
和
な
人
柄
に
惹
か
れ
て
、
全
米
の
み
な
ら
ず
世
界
中
か
ら
仏
教
学
を

志
す
若
い
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
・
今
日
ま
で
教
授
の
も
と
で
勺
ロ
ロ

を
取
得
し
た
学
生
は
三
○
人
近
く
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
中

に
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
学
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
学
者
も
多

、
０

１
Ｖ

一
方
、
イ
ン
ド
と
チ
。
ヘ
ッ
ト
仏
教
を
専
門
と
す
る
エ
ッ
ヶ
ル
教
授
は
、

噌
討
ミ
ミ
函
事
忌
琴
ミ
堕
○
ミ
ミ
ミ
惠
冨
食
篁
ｏ
冨
忌
、
ｂ
《
凰
曽
旦
冒
菖
言
冒
己
罵
薑
碁
、

弓
ｇ
ｏ
閂
ミ
ミ
言
（
届
雪
）
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
、

そ
の
他
に
も
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
《
《
の
Ｈ
①
鼻
邑
①

甘
い
己
両
目
営
団
め
い
ａ
ｏ
Ｈ
“
毎
ｍ
目
包
討
昌
計
曰
①
○
○
口
○
の
耳
鼻
⑦
Ｈ
四
陸
‐

目
号
旨
冒
農
ご
胃
四
国
ロ
。
。
ご
牌
弔
目
５
８
も
ぽ
ぎ
ご
国
富
ご
ミ
ミ
滝
昌
‐

電
Ｃ
富
め
）
鴎
山
（
Ｐ
匡
函
口
鴛
岳
閉
）
諏
副
ｌ
計
》
切
巨
目
画
く
弓
の
詫
亀
の
ぐ
肘
５
口

旦
罰
⑦
巴
詳
望
華
陣
Ｈ
ｐ
ｏ
言
叶
○
秒
口
包
昌
①
３
も
彦
○
門
目
四
国
員
包
色
匡
鼻
吋
冨
‐

ざ
の
８
巨
○
巴
母
の
８
Ｈ
Ｐ
・
ゞ
苫
謹
ミ
ミ
ミ
善
、
』
蚤
ミ
ミ
詞
』
。
ミ
ミ
ミ
ミ

同
亀
錆
さ
畠
》
訊
山
命
宅
Ｈ
旨
い
患
電
）
恥
＄
占
鳶
《
《
冒
昌
四
国
○
○
目
目
①
巨
薗
１

口
①
ｍ
ｏ
ｐ
計
ロ
①
国
①
ｐ
尽
め
日
禺
騨
目
豈
①
勺
○
］
旨
。
の
具
冒
尉
Ｈ
胃
①
国
蝕
○
口
》
こ

弓
ぎ
ぎ
亭
↑
ミ
ミ
ミ
尋
、
胃
§
薑
§
冒
薑
皇
鮮
８
．
言
昔
嵩
旦
画
貫
き
童

鱒
貸
島
鴎
・
己
山
（
己
電
）
”
９
１
己
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

エ
ッ
ヶ
ル
教
授
は
ハ
ー
バ
ー
ド
で
国
巳
を
取
得
後
、
ハ
ー
、
〈
－
ド
神

学
校
（
国
；
邑
昌
目
く
目
耳
目
）
Ｃ
Ｏ
］
）
の
教
授
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
エ
ッ
ヶ
ル
教
授
の
よ
う
に
仏
教
を
専
門
と
す
る
学
者
が
、
神
学

校
の
専
任
教
授
と
し
て
講
義
を
行
な
う
こ
と
は
、
は
な
は
だ
奇
妙
に
感
じ

る
が
、
こ
れ
は
く
１
バ
ー
ド
神
学
校
の
極
め
て
進
歩
的
な
方
針
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
の
旨
目
、
（
神
学
修
士
）
課
程
の
学
生
は
、
世
界
諸
宗

教
（
局
呂
四
○
目
の
昌
昏
。
急
○
目
）
と
名
づ
け
ら
れ
る
研
究
分
野
を
専
攻
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
神
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
教
・
ヒ
ン
ズ

ー
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
世
界
の
主
な
宗
教
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
授
業
編
成
は
、
従
来
互
い
に
接
触
す
る
機
会
が
少
な
く
各
々
独
立
し
て

成
長
し
て
き
た
諸
宗
教
が
、
世
界
の
緊
密
化
と
と
も
に
様
々
な
形
で
影
響

を
及
ぼ
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
あ
っ

て
も
他
の
宗
教
を
知
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
神
学
と
い
う
営
み
そ
の
も
の

も
、
他
の
宗
教
と
の
出
会
い
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
信
念
の
顕
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
エ
ッ
ヶ
ル
教
授
は
、
次
の
よ
う
な
授
業
を
開

講
し
て
い
る
。

園
⑦
忌
唱
○
口
弓
臼
・
国
厨
さ
引
割
呉
国
巨
全
包
冨
め
言
冒
冒
呂
四
ｐ
ｐ
ｑ
目
弓
２
．

（
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
）

閃
里
侭
５
国
弓
臼
．
冒
昌
四
口
弓
冨
冒
の
○
己
一
日
●
ぬ
夢
Ｈ
ｏ
自
哩
巨
建
〕
の
胃
聾
○
己
の
印
．

（
イ
ン
ド
の
哲
学
者
ｌ
そ
の
伝
記
を
通
し
て
の
研
究
）

閃
呂
唱
○
国
喝
呂
・
ヨ
］
①
○
Ｈ
垣
三
ｍ
ｇ
夢
①
冨
昌
ご
習
騨
ｌ
留
曽
官
胃
．
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ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
は
、
世
界
中
の
ト
ッ
プ
レ
、
ヘ

ル
の
研
究
者
に
よ
る
講
演
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大

学
新
聞
の
催
し
物
欄
に
は
、
毎
週
約
六
○
か
ら
七
○
に
も
及
ぶ
特
別
講
演

の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
仏
教
に
関
す
る
講
演
会

も
少
な
く
な
い
。
仏
教
に
関
す
る
も
の
の
多
く
は
、
国
匡
呂
匡
牌
煕
巨
昌
の
、

蜀
○
日
日
が
主
催
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
学
内
外
か
ら
仏
教

学
者
を
招
き
、
毎
月
研
究
発
表
の
場
を
設
け
て
い
る
。
昨
年
の
秋
に
は
、

訪
米
中
の
高
崎
直
道
教
授
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ー
↓
、
ン

教
授
な
ど
を
迎
え
て
講
演
会
及
び
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
外
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
学
研
究

所
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
学
学
科
、
神
学
校
の
世
界
宗
教
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
、
仏
教
関
係
の
研
究
発
表
会
を
時
折
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
仏
教
伝
道
協
会
の
援
助
に
よ
っ
て
沼
田
客
員
教
授

（
ｚ
自
白
四
国
魚
叩
昌
品
卑
ｏ
荷
い
叩
。
Ｈ
）
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

一
学
期
間
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
を
対
象
に
仏
教
に
つ
い
て
講
義
を
行
な
う

（
大
乗
仏
教
の
起
源
ｌ
セ
ミ
ナ
ー
）

両
巴
侭
５
口
目
急
．
日
ロ
①
○
ロ
凰
胃
冨
邑
‐
田
口
。
Ｑ
巨
鴛
。
旨
さ
四
【
①
．

（
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
対
話
）

こ
の
よ
う
に
エ
ッ
ヶ
ル
教
授
は
主
に
イ
ン
ド
・
チ
、
●
ヘ
ッ
ト
仏
教
に
つ
い

て
講
義
し
て
い
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の

対
話
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
学
校
に
お
け
る
仏
教
研
究

の
特
色
を
顕
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
ハ
ー
雫
〈
１
ド
大
学
以
外
に
も
バ
ー
ク
レ
ー

大
学
、
シ
カ
、
．
大
学
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
な
ど
に
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
初
代
客
員
教
授
と
し
て
、
梶
山
雄
一
、
ロ
バ

ー
ト
・
サ
ー
マ
ソ
両
教
授
が
迎
え
ら
れ
、
共
同
で
イ
ン
ド
仏
教
の
講
義
を

行
な
い
好
評
を
得
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
八
七
年
に
は
、
京
都

女
子
大
学
の
徳
永
道
雄
教
授
が
招
聴
さ
れ
、
神
学
校
の
エ
ッ
ヶ
ル
教
授
と

共
に
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
話
に
関
し
て
の
授
業
を
行
っ
た
。
そ
し

て
今
秋
に
は
、
高
崎
直
道
教
授
が
客
員
教
授
と
な
り
、
神
学
校
に
お
い
て
、

大
乗
仏
教
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
学
生
は
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
学
者
の
講

演
を
直
に
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
世
界
中
の
す
ぐ
れ
た

研
究
者
か
ら
直
接
仏
教
学
研
究
に
関
す
る
最
新
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、

仏
教
学
を
志
す
学
生
に
と
っ
て
大
変
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の
宗
教
学
ま
た
は
仏
教
学
に
関
連
の
深
い

研
究
施
設
の
一
つ
と
し
て
世
界
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｇ
国
富
Ｈ
旨
Ｈ
ｓ
①

煕
巨
身
旦
言
。
Ｈ
匡
罰
呂
唱
○
口
）
が
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
一
九
五
八
年

に
創
立
さ
れ
、
当
初
よ
り
世
界
の
宗
教
の
生
き
た
交
流
の
場
と
し
て
機
能

し
て
き
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
設
備
の
ゆ
き
と
ど
い
た
ア
。
〈
Ｉ
ト
が
設
け

ら
れ
て
い
て
、
毎
年
、
各
国
か
ら
世
界
諸
宗
教
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め

に
ハ
ー
バ
ー
ド
に
招
か
れ
た
学
者
数
人
と
、
ハ
ー
バ
ー
ド
神
学
校
及
び
宗

教
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
席
を
置
く
学
生
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

創
立
者
の
意
図
は
、
こ
の
よ
う
に
、
様
灸
な
宗
教
を
信
奉
す
る
人
為
が
、

同
じ
建
物
の
中
で
共
に
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
宗
教
に
つ

い
て
活
発
に
討
論
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
容
易
に
で
き
る
よ
う
な
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次
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
授
業
に
つ
い
て
二
つ
ば
か
り
具
体
例
を
挙

げ
、
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
一
九
八
九
年
の
春
期
、
私
は
永
當
教
授
の

”
巴
誼
５
口
目
ｓ
，
国
目
黒
○
吋
冨
旦
国
巨
。
Ｑ
目
印
己
冒
向
い
胃
Ｐ
の
厨
．
と
い
↑
フ

中
・
日
両
国
の
仏
教
史
概
論
の
授
業
を
受
け
た
。
こ
の
授
業
の
目
的
は
イ

ン
ド
で
発
祥
し
た
仏
教
が
い
か
に
中
国
や
日
本
の
文
化
と
融
和
し
つ
つ
、

そ
の
文
化
を
変
革
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
探
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
と
ハ
ー
零
ハ
ー
ド
神
学
校
の
共
通
の
授
業
で
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
講
義
に
は
神
学
校
の
学
生
も
多
数
受
講
し
て
い
た
。
永
富
教

授
は
そ
れ
ら
の
学
生
を
も
意
識
し
て
、
し
ば
し
ば
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と

を
比
較
し
な
が
ら
講
義
を
す
す
め
、
大
変
興
味
深
い
授
業
を
展
開
し
て
い

っ
た
。
講
義
は
週
三
回
、
一
時
間
づ
っ
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に

講
義
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
討
論
す
る
巳
ぃ
○
口
の
巴
○
口
、
①
。
‐

武
○
］
〕
と
呼
ば
れ
る
座
談
会
形
式
の
授
業
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
各
セ
ク
シ

ョ
ン
は
準
教
員
の
大
学
院
生
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
十

五
人
前
後
の
学
生
で
編
成
さ
れ
て
い
る
（
大
学
院
生
の
多
く
は
、
授
業
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
る
）
。
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
大

学
の
教
育
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
セ

ク
シ
ョ
ン
の
中
で
積
極
的
に
論
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
講
義
中
、
漠
然

と
し
て
い
た
事
柄
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
講
義
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ク
シ
ョ
ン
を
並
行
し
て
い
く
授

環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
大
い
に
成
功
し
て
い
る
と
い

え
よ
』
フ
。

四

業
形
式
は
、
講
義
内
容
を
把
握
す
る
上
で
大
変
効
果
的
で
、
日
本
の
大
学

で
も
大
い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
大
学
で
は
、
学
部
生
、
大
学
院
生
と
も
、
一
学
期
四
科
目
を
受
講

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
学
期
に
四
科
目
と
は
、
い
さ
さ
か
少
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
（
一
科
目
に
つ
き
授
業
は
週
三
回
あ

る
）
、
実
は
、
こ
れ
は
か
な
り
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
日
本

の
講
義
形
式
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
講
義
と
並
行
し
て
毎
週
、
七
○
’

一
○
○
．
ヘ
ー
ジ
の
資
料
や
研
究
書
を
読
む
と
い
っ
た
こ
と
が
珍
し
く
な
い

実
際
、
指
定
さ
れ
た
資
料
を
そ
の
都
度
熟
読
し
て
い
な
け
れ
ば
、
三
時
間

に
も
及
ぶ
学
期
末
試
験
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

先
の
、
中
・
日
仏
教
史
の
授
業
で
も
、
毎
週
一
○
○
．
ヘ
ー
ジ
前
後
の
資

料
を
読
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
授
業
に
出
席
す
る
学
生

は
、
七
冊
も
の
中
国
・
日
本
仏
教
の
概
説
書
や
資
料
集
を
購
入
し
、
そ
れ

ら
を
学
期
中
に
読
破
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
概
説

書
で
は
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
専
門
言
や
学

術
論
文
を
調
、
へ
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
た
め
、
深
夜
ま
で
図
書
館
に
籠

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

思
う
に
、
日
本
の
大
学
の
授
業
で
は
研
究
書
を
大
量
に
読
む
こ
と
よ
り

も
、
師
と
仰
ぐ
教
授
の
も
と
で
教
え
を
直
接
受
け
る
こ
と
の
方
が
、
は
る

か
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
逆
に
、

授
業
の
中
心
は
研
究
書
を
読
む
こ
と
に
あ
り
、
教
授
の
講
義
は
学
生
の
読

書
に
方
向
を
与
え
る
と
い
う
補
足
的
な
意
味
合
が
強
い
。

さ
て
、
も
う
一
つ
、
一
九
八
八
年
の
秋
に
開
講
さ
れ
た
宗
教
学
の
演
習

は
、
私
に
と
っ
て
実
り
多
い
授
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
演
習
は
、
中
国
思
想
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史
を
専
門
と
す
る
ド
ゥ
・
ウ
ェ
イ
・
ミ
ン
グ
教
授
（
目
匡
言
凰
‐
目
品
）
と

イ
ン
ド
の
国
富
］
畠
運
動
の
研
究
者
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
神
学
校
の
ジ
ョ

ン
・
カ
ル
メ
ン
教
授
（
］
・
目
ｓ
Ｈ
目
：
）
の
二
人
が
担
当
し
て
い
る
宗
教
学

専
攻
の
ド
ク
タ
ー
課
程
一
回
生
を
対
象
に
し
た
授
業
で
あ
っ
た
。
冒
旦
○
吋

目
巨
烏
の
Ｈ
ｍ
ｇ
夢
の
礫
己
身
具
”
の
庫
唱
○
口
と
題
さ
れ
た
こ
の
演
習
は
、

そ
の
題
名
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
学
研
究
の
発
展
上
、
重
要
な

役
割
を
果
し
た
学
者
の
思
想
と
方
法
論
を
概
観
し
、
今
日
ま
で
の
宗
教
学

研
究
の
歴
史
に
つ
い
て
、
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を

お
い
て
い
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
宗
教
学
の
名
著
と
呼
ば
れ
る
書
物
を

毎
週
一
冊
ず
つ
、
精
読
し
て
い
く
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
心
理
学
・
社
会
学
・
人
類
学
・
比
較
宗
教

学
・
倫
理
学
な
ど
の
各
方
面
か
ら
宗
教
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
胃
§
嘗
鰯
具
河
島
‐

個
○
霞
の
閃
き
鯛
ミ
ミ
§
の
に
は
じ
ま
り
、
最
近
、
英
訳
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
の

宗
教
学
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
西
谷
啓
治
博
士
の
罰
昌
電
§
争
鼠

註

ご
ミ
ミ
長
ミ
唾
ぃ
（
『
宗
教
と
は
何
か
』
）
に
至
る
ま
で
、
精
読
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
授
業
の
四
日
前
に
は
、
そ
の
週
に
取
り
あ
げ
る

本
に
つ
い
て
担
当
の
学
生
が
一
○
．
ヘ
ー
ジ
の
．
ヘ
ー
パ
ー
を
作
成
し
、
コ
ピ

ー
し
て
演
習
の
学
生
に
配
付
す
る
。
さ
ら
に
、
授
業
の
二
日
前
ま
で
に
、

一
人
乃
至
二
人
の
学
生
が
配
付
さ
れ
た
。
ヘ
ー
パ
ー
に
対
し
三
、
四
。
ヘ
ー
ジ

の
反
論
を
用
意
し
、
そ
れ
も
ま
た
配
付
さ
れ
る
。
演
習
に
出
席
す
る
学
生

は
、
あ
ら
か
じ
め
テ
キ
ス
ト
と
配
付
さ
れ
た
資
料
を
読
み
、
授
業
当
日
に

は
、
そ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
討
論
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
、
毎
週
繰
り
返
さ
れ
た
。

五

と
こ
ろ
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
形
で
仏
教
を
学
ぶ

こ
と
に
な
る
の
か
。
ま
ず
は
じ
め
に
注
意
す
尋
へ
き
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
独
立
し
た
仏
教
学
科
を
も
つ
大
学
は
、
極
め
て
特
殊
な
例
を
除
い

て
は
、
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
仏
教
を
学
ぶ
に
は
、

ま
ず
、
イ
ン
ド
学
・
東
洋
学
・
宗
教
学
な
ど
、
い
ず
れ
か
の
学
科
に
入
学

し
、
そ
の
学
科
の
中
で
仏
教
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の

場
合
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
学
学
科
（
ロ
ｇ
胃
言
の
昌
艮
曾
己
峨
百
詳

曽
昌
旨
呂
自
聾
二
目
①
”
）
、
同
醇
伊
。
、
或
い
は
宗
教
学
コ
ー
ス
（
９
ョ
‐

目
詐
の
①
。
。
吾
の
礫
巨
ご
旦
詞
呂
哩
。
己
）
の
い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
の
で

あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
学
科
に
よ
っ
て
研
究
方
法
や
内
容
は
自
ず

か
ら
違
っ
て
く
る
。
私
の
よ
う
に
同
Ｐ
Ｆ
Ｃ
の
博
士
課
程
所
属
の
学
生
は
、

東
ア
ジ
ア
（
中
国
・
日
本
・
韓
国
・
・
ヘ
ト
ナ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル

等
を
含
む
）
の
言
語
・
歴
史
・
文
学
・
宗
教
な
ど
が
、
こ
の
学
科
の
研
究

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
仏
教
を
と
り
あ
げ
る
と
き
、
そ
れ
を
東
ア

ジ
ア
の
歴
史
・
文
化
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
て
研
究
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
シ
Ｆ
ｏ
の
博
士
課
程
の
学
生
は
、
指
導
教
授
と
よ
く
相
談
し

た
上
、
自
分
に
適
し
た
授
業
選
択
を
し
、
勉
強
を
進
め
て
い
く
が
、
す
べ

て
の
学
生
が
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
須
条
件
が
あ
る
。
学
生
要
覧

以
上
の
二
例
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
学
生
は
大
学
で
の
多
大
な
要

求
に
応
え
て
、
読
み
、
書
き
、
積
極
的
に
討
論
し
、
徹
底
し
た
学
問
の
日

々
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。

112



に
よ
る
と
、
そ
れ
は
、
㈲
少
な
く
と
も
二
つ
の
東
ア
ジ
ア
言
語
の
上
級

し
、
ヘ
ル
の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
、
○
演
習
を
二
科
目
受
け
る
こ
と
、

匂
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ロ
シ
ア
語
の
い
ず
れ
か
を
習
得
す
る
こ

と
（
研
究
書
を
読
む
能
力
を
養
う
）
、
四
の
①
日
の
Ｈ
旦
国
Ｘ
色
目
旨
Ｐ
は
。
目
と

呼
ば
れ
る
総
合
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
、
の
四
つ
で
あ
る
。

特
に
こ
の
学
科
で
は
、
中
国
語
と
日
本
語
が
重
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、

学
生
は
必
ず
こ
の
二
言
語
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
、

仏
教
学
専
攻
の
学
生
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
チ
ベ
ッ
ト
語
の
授
業
に
出

席
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
、
文
字
通
り
、
語
学
漬
け
の
毎
日
で
あ
る
。
こ
う

し
て
同
シ
Ｆ
ｏ
の
授
業
は
、
語
学
関
係
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
し
ま
う
た

め
、
仏
教
な
ど
の
よ
う
に
、
日
頃
い
ろ
い
ろ
興
味
関
心
の
あ
る
講
義
は
、

語
学
の
授
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
缶
Ｆ
ｏ
の
博
士
課
程
に
お
け
る
最
大
の
難
関
は
、
先
の

画
に
挙
げ
た
？
ロ
の
Ｈ
昌
固
ｘ
四
日
冒
鼻
さ
ロ
で
あ
る
。
こ
の
総
合
試
験
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
弓
ヴ
ロ
課
程
の
要
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
学
生
が
、
各
々
自
分
の
学
問
領
域
す
、
へ
て
に
精
通
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
試
験
の
形
式
は
実

に
多
種
多
様
で
、
各
大
学
・
学
科
に
よ
っ
て
異
な
る
。
固
少
Ｆ
ｏ
の
場
合
、

東
洋
学
の
主
な
研
究
分
野
の
中
か
ら
、
三
分
野
を
選
び
、
そ
れ
に
つ
い
て

口
答
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
試
験
の
範
囲
と
し
て
、
日

中
国
仏
教
、
○
日
本
史
、
匂
日
本
文
学
、
の
三
分
野
を
選
択
し
た
と
す

る
。
当
然
、
こ
の
よ
う
な
広
い
分
野
を
細
部
に
わ
た
り
完
全
に
マ
ス
タ
ー

す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
分
野
の
教
授
と
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談

の
上
、
も
う
少
し
的
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
れ
を
中
心
に
独
自
で
試
験
勉
強
を

ハ
ー
、
ハ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
仏
教
学
に
関
し
て
、
私
の
拙
い
経
験
を
中

心
に
雑
感
を
綴
っ
て
き
た
が
、
い
さ
さ
か
で
も
こ
の
大
学
の
仏
教
学
の
風

潮
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
う
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
に
最
も
印
象
深
く
感
じ
た
こ
と
を
二
、
三
記
し
て

お
こ
具
‐
ノ
。

一
つ
に
、
ハ
ー
ゞ
ハ
ー
ド
大
学
は
、
東
部
が
誇
る
厳
格
な
学
問
の
伝
統
を

今
も
維
持
し
、
ア
カ
デ
ミ
￥
ツ
ク
な
雰
囲
気
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
思
想
界

の
最
先
端
の
動
き
が
活
発
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
い
か
な
る
分
野
の

学
生
で
も
、
そ
れ
ら
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
二
つ
め
に
、
教
授

陣
は
、
学
生
の
教
育
と
い
う
こ
と
に
実
に
熱
心
で
あ
る
。
各
を
そ
れ
ぞ
れ

の
学
問
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忙
し

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
試
験
に
通
過
し
て
は
じ

め
て
、
句
ロ
ロ
の
最
後
の
段
階
で
あ
る
学
位
論
文
の
制
作
に
と
り
か
か
る

資
格
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
極
め
て
専
門
的
な
勉
強
が
中
心
と

な
る
日
本
の
大
学
院
教
養
と
は
異
な
り
、
こ
の
大
学
で
は
、
各
自
の
研
究

領
域
全
体
に
わ
た
っ
て
学
識
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
圃
酔
Ｆ

ｏ
で
仏
教
を
専
攻
す
る
場
合
、
仏
教
以
外
の
東
洋
学
全
般
に
つ
い
て
、
幅

広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
個
人
の
関
心
が
仏
教

に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
を
専
門
に
し
て
研
究
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
学
学
科
や
宗

教
学
コ
ー
ス
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

一
〈
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い
研
究
の
時
間
を
割
い
て
、
研
究
室
に
訪
ず
れ
る
学
生
を
暖
か
く
迎
え
、

勉
強
に
関
す
る
質
問
に
親
切
に
応
じ
る
の
が
常
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
の

提
出
し
た
。
へ
Ｉ
。
ハ
ー
に
は
必
ず
詳
し
い
コ
メ
ン
ト
を
施
す
な
ど
、
学
生
が

よ
り
適
切
な
研
究
を
行
な
え
る
よ
う
方
向
づ
け
る
指
導
を
す
る
。
三
点
め

と
し
て
、
学
生
は
、
多
大
な
課
題
に
対
し
て
、
自
分
の
力
で
納
得
の
い
く

成
果
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
確
固
た
る
意
志
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

学
問
に
関
し
て
厳
し
い
態
度
で
臨
み
、
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し
て
い
く
姿

勢
に
は
、
孤
独
な
も
の
さ
え
感
じ
る
が
、
敬
服
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
学
風
の
中
で
育
く
ま
れ
た
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

仏
教
学
の
将
来
を
担
う
も
の
も
少
な
く
な
い
と
確
信
す
る
。

註
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
書
物
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

？
。
侭
①
属
目
号
の
鼻
、
胃
言
ミ
ミ
ミ
、
呉
ロ
。
、
ミ
ご
巽
乏
昌
厨
日
冒
日
の
“
、

弓
容
鼠
恩
詩
的
。
、
詞
亀
錆
ご
黛
吻
岡
慰
留
畠
§
。
ａ
同
国
昌
厨
己
昌
．
匡
冒
①
臂
ロ
、
匂
言
同
詩
‐

爵
、
ミ
負
曾
、
ミ
鳶
吻
。
、
弓
篇
罰
里
錆
ご
篭
め
門
ご
算
冨
四
〆
尹
ぶ
す
①
Ｈ
、
判
言
、
ご
‐

貫
冨
ミ
同
曽
。
畠
員
蟇
、
罰
ミ
ミ
曾
萱
ミ
曹
勇
冨
凹
昌
己
○
口
哩
關
』

．
ご
ミ
黛
更
員
吻
ご
薑
己
旦
異
ぐ
ぢ
８
局
目
員
国
①
Ｈ
』
国
富
罰
言
ヘ
ミ
、
昌
罵
の
勇
同
Ｈ
房

目
鼻
の
○
コ
』
思
忌
晶
冒
ミ
ド
ミ
言
島
罰
且
。
馬
○
ヰ
。
〕
導
輌
国
閻
具
帯

閏
昌
皇
宮
時
。
①
四
両
］
旨
Ｑ
①
、
。
。
の
ぎ
Ｒ
§
鼠
国
ミ
ミ
旨
湧
武
．
○
の
日
昌
〕
竜
目
言

ミ
胃
ミ
晶
員
員
甸
員
旦
海
ミ
電
。
員
〆
の
昌
冒
の
旨
曾
昌
．
尊
葺
§
』

ミ
ミ
ご
貝
置
今
免
》
葛
の
鰯
と
画
且
騨
胃
寓
目
旨
ご
『
①
》
県
堂
涛
貴
国
ミ
ミ
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